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放送・情報通信・郵政行政

当たり前にあるものを支える

テレビ見てますか？

　みなさんは普段テレビを見られるでしょうか？
私は、家にいるときは見ていないときでもテレビを点けていることが多く、日々テレビに触れて生
活しています。そんなテレビばかり見ている私がいる一方で、インターネットの動画配信の普及な
どにより若者を中心とした「テレビ離れ」が進んできていると言われています。このような状況にお
いてもテレビに代表される放送は、事件・事故、災害の発生時において信頼性の高い情報を素速
く、広く伝達できることから、社会的に重要な役割を担っております。
　総務省では、通信・放送融合時代において放送の社会的役割を果たしつつ、より中心的なメ
ディアとなれるよう放送サービスのインターネットの活用などに関する取組を行っており、私はそ
の取組の内容について検討を行う仕事をしています。当然、簡単に答えがでるものではありません
が、日々の生活に身近なやりがいのある仕事だと思っています。

情報通信の政策

　　「情報通信」と聞くと、とっつきづらいと思う人がいるかもしれませんが、テレビや携帯電話な
どの身の回りのものに当たり前に使われています。また、テレビや携帯電話に止まらず様々なもの
に使われており、今では電気や水のようになくては困る社会インフラとなっています。そんな身近
でかけがえのない情報通信の政策に関われることが総務省の魅力だと思います。
　また、「政策」といったときに「制度やルールを作ること」を想像されるかもしれませんが、制度は
整備されるだけでなく実行されて実際の効果が生じるもので、実態把握が重要となります。私自
身も、省内でインターネットや携帯電話などの電気通信の消費者保護を担当していた際に実態
把握の調査を行う機会があり、現場の声を聞く大変貴重な経験ができました。これはあくまで一
例であり、総務省の所掌は非常に幅広いので、総務省にくれば、きっとみなさん自身に合った仕事
を見つけることができるはずです。

最近２歳になる息子がおります。この前、私の両親も含めて親族総出
で誕生日をお祝いし、大変楽しい時間が過ごせました。息子はプレ
ゼントをたくさんもらって、にやにやしていました。休みの日は家族に
触れることで日々のリフレッシュとなっています。
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総務省職員のカラーは？

　公務員は「頭がカタい」というイメージを
持たれていると思います。たしかに制度を
所管しており、間違いがあってはならない
業務を行っていることもあることから、そう
いったイメージに当てはまる場合もあるか
もしれません。ただ、情報通信分野は新し
い技術に触れる機会が多くそれだけでは
やっていけません。「頭がカタい」部分もあ
るけれど、日々刺激を受けてものごとを柔
軟に考えられるのが総務省職員だと思い
ます。
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ICT行政に求められる能力は？

　情報通信分野は技術革新が速く、５G、
IoT、AIなどの新しい技術を用いたサービ
スがどんどん登場するため、そのサービス
に興味を持つ「好奇心」が大事だと思いま
す。好奇心を持ってサービスに接すること
で、消費者目線の取組を行っていけると思
います。最近、我が家にAIスピーカーが
やってきました（笑）。
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